
液体4H｡の動的構造因子

励起準位に関するかぎ り,集団変数の理由はかな り有効であるが,凝縮相の問題 を取

り扱 うためには,低密度強結合における近似が必要 となるであろ う｡
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"Non-NewtonianShearViscosityofaCriticalFluidn

東大 ･理 小 貫 明

臨界点近 くの流体では大きなサイズ (～f)の液滴がゆらぎによってできている (寿

命～ E3)｡ 高分子溶液 と同 じようにこの状態での流体は流れができると通常の流体 と

異質なふるまいをする｡第一に線型応答の破れ (Non-Newton 効果 )が大きくなる｡

第二に境界 の効果が流体の内部まで (～ f)及ぶ (BoundaryEffect).

第三に光散乱のCentralpenkの巾が小 さい波数で流れのShearに依存する｡

流れの場が u(r)-I)yex で与えられる場合 (CouetteFlow)を考えてみようoShear

D の役割 は液滴の形 をゆがめ時間 D~1位でこわ してしまうことである｡ とくに Non･一

･NewtonianShearViscosityの D一依存性は大体以下の式でわかる｡
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小貫 明

D-1

- )～ ′dt 吾 kxkye~t五0
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ここに Tkは Orderparameterの relaxation rateである0 時間積分の上限が- でな く

て D-1になる｡

k≪ E-1では, Tk～k2であるから,

D-1
′ dt

5
1
1 - D2

consI t言

とい う項がでてくるo k≫ E-1ではTk～k3 であるから,

Dll

- )～′ dt圭 1-e-t'(Ell))0

logIll for

log i for

A-憲 D<1

ス>1 ,

結果的には一 -量 E3Dとして,
5

7(i)- 符o + 12Al+ 12A2+ ･････. for l≪ 1,

～ log A for A≫1,

係数 Al,A2,- は計算中であるo

}>1のとき,液滴はもっぱらShearによってこわされるわけで, り(A)は温度 によ

らな くなる. つま りslowingdownは shearで制えられるO光散乱の巾は液滴のrelaxation

rateを表わすから長波長では大きな shear依存性 を示す｡ (長波長は大きな液滴か らの

寄与である｡ )

第-から第三の効果の詳論はおって発表するO毛細管 を用いての実験などでは以上 の

解析が重要である｡
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